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３位に USA、４位に リトアニア、５位 ギリシャ、６位 
プエルトリコ、７位 スペイン、８位 中国、９位 オー
ストラリア、10 位 ニュージーランド、11 位 セルビア・

































































































































































































































注7) 速攻。1 対 0、2 対 1、3 対 1、3 対 2 などで攻
撃数が防禦数より上回っている状況を指す。 












































４ out１in の set 
PG: サンチェス (#4) 193cm 
SG: ジノビリ (#5) 198cm 
SF: ノシオニ (#13) 202cm 
PF: オベルト (#7) 208cm 
C: ウォロカウィスキー (#15) 208cm 
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PG:バシレ  (#5) 192cm 
SG:ブレーリ (#12) 188cm 
SF:ソラグナ (#7) 197cm 
PF:ガランダ (#6) 210cm 
C:マルコナト (#8) 211cm 
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へダイブ（用 18）した#7 へパスをしてシュートを狙う。 
 
















































PG: マーブリー (#5) 187cm   
/ ウェイド (#6) 193cm （SG のときもある） 
SG: アイバーソン (#4) 182cm 
SF: マリオン (#11) 200cm 
  / オドム (#14) 208cm （PF のときもある） 
/ ジェファーソン  (#15) 203cm 
PF: ブーザー (#7) 208cm （C のときもある） 







スポーツ科学研究, 2, 29-50, 2005 年 
 
 42






















































スポーツ科学研究, 2, 29-50, 2005 年 
 
 43















































スポーツ科学研究, 2, 29-50, 2005 年 
 
 44














































スポーツ科学研究, 2, 29-50, 2005 年 
 
 45








































スポーツ科学研究, 2, 29-50, 2005 年 
 
 46






























































































































員会  バスケットボールコーチング第 4 号
「Scouting Report Sydney Olympic Games」  P6～
35 
2) 朝日新聞   2004 年 8 月 16 日付 
3) 読売新聞   2004 年 8 月 16 日付 
4) 毎日新聞   2004 年 8 月 16 日付 
5) 産経新聞   2004 年 8 月 16 日付 
6) 日刊スポーツ   2004 年 8 月 16 日付 
7) 報知新聞   2004 年 8 月 16 日付 
8) スポーツニッポン   2004 年 8 月 16 日付 
9) サンケイスポーツ   2004 年 8 月 16 日付 
10) ジュリアン・ゲリノ 月刊 HOOP2004 年 11 月号 
日本文化出版：東京 P32～33 




13) FIBA BASKETBALL EVERYONE（1996） FIBA 
ミュンヘン バスケットボールエブリーワン（1997） 
日本バスケットボール協会 東京 
14) 倉石平 月刊バスケットボール 2004 年 11 月号 
日本文化出版：東京 P9 
15) ローランド・レイゼンビー 月刊ダンクシュート
2004 年11 月号 日本スポーツ企画出版社 東京 
Ｐ36～38 
16) 倉石平 月刊 HOOP2004 年 11 月号 日本文化
出版：東京 P128～129 
17) 宮地陽子 月刊バスケットボール2004年11月号 
日本文化出版：東京 P10～11 
18) ジュリアン・ゲリノ 月刊 HOOP2004 年 11 月号 
日本文化出版：東京 P37～38 
19) Darcy Frey（1994）井上一馬訳（2004）   THE 
LAST SHOT（和名 最後のシュート）  福音館
書店 東京 
20) 香中亮一（1992） 残り（ラスト）3 秒  日本文化
出版 東京 
21) ジュン安永 月刊 HOOP2004 年 11 月号 日本
文化出版：東京 P10～11 
22) 倉石平  バスケットボールクリニック 「初級コー
チ講座」  ベースボールマガジン社  東京 
23) 倉石平  月刊バスケットボール 2004  11 月号   
日本文化出版：東京   P8～9 
24) 宮地陽子、青木崇 月刊バスケットボール 2001
年 10 月号 日本文化出版：東京 P201～215 
25) 倉石平 月刊 HOOP2002 年 11 月号 日本文化
出版：東京 P48～51 





ボール ベースボールマガジン社 東京 




※ こ の 用 語 解 説 は 、 メ デ ィ ア 向 け の 冊 子 FIBA 










用2) ツーガードトップ（two guard top） ツーガード、
ツートップポジション。トップオブザキー付近
でスタートセットするガード２人を指す。 
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用7) スクリーンスクリーナー（screen for screener） 
スクリーンをセットしたプレイヤーにスクリーン
をセットするプレイを指す。 









































用16) ハイピック（high pick） トップオブザキー付近、
もしくは地域でのピック・プレイを指す（２対
２）。 
用17) スクリーンロール（screen roll） スクリーン後に
すばやくターンし、背中にディフェンスを置い
てゴール方向に飛び込むようにするプレイ。 
用18) ファウルライン（foul line） ＝フリースローライン 






















用24) トライアングルポスト（triangle post） モーショ
ンオフェンスの一つ。SF、PF、C の場合が多く、
3 人のプレイヤーがハイポスト、ローポストの 3






























用30) ダブルスクリーン（double screen） 2 人でセット
した形のスクリーン。 
































用38) ダックイン（duck in） ペイントエリアで、ゴール
下にいいポジションが取れるようにポストアッ
プすること。動いた軌跡が“アヒルの頭”に似
ているところからそう言われる。 
 
 
 
